








〈要約〉 

大阪地区において B 型肝炎母子感染防止事業終了後の追跡調査を行った結果,厚生省方式

を受けた乳児はフォローアップ方式を受けた乳児に較べてHBs抗体が低値である例(1歳時

21.2%)が多く,かつ HBs 抗原陽性化例(同 5.O%)が多いことが明かになった。以上のことか

ら,本事業は今後全例について 3回目の HB ワクチン接種後に HBs 抗体の検査(追跡検査)を

行い,その結果,抗体獲得が不良のものにはすみやかに HB ワクチンを追加接種することが

望ましいと考えられた。 


